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前回の意見

「導入前に，近隣を運行する交通事業者との情報共有を」

実践編において，最初の行政への相談時や運行計画を作成するタイミング等，都度に応じ情報共有する
記載を追加しました。（既存の公共交通を活用する旨も記載しています。）

【実践編】P4,(5),7,14

【本編】P(6)
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前回の意見

買い物支援タクシーの条件の示し方

実践編において，各事項のページの説明にて掘
り下げて記載しました。

【実践編】P18

「車両の減価償却や（地域に向けた）収支率の確認方法を明瞭に」

【実践編】P19

１運行当たりで必要な利用者数として
伝わりやすい表現に改めました。
（事業エリアについてもha標記からｍ標記に
改めました。）
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手引きの構成
手引き（本編）
１．はじめに
２．本手引きの対象
３．コミュニティ交通の役割
４．既存の公共交通の活用
５．コミュニティ交通の運行手法
６．取り組み関係者（地域，柏市，事業者）の役割分担
７．コミュニティ交通導入の進め方

実践編
ステップ 内 容

ステップ０ 事前相談 0 事前相談

ステップ１ 事前準備
1‐1 取り組み体制を整える

1‐2 移動ニーズの確認

ステップ２ コミュニティ交通の検討
2‐1 運営組織の設立

2‐2 導入するコミュニティ交通の検討

ステップ３ 実証運行の準備
3‐1 運行計画の作成

3‐2 実証運行の準備

ステップ４ 実証運行と検証

4‐1 実証運行の実施

4‐2 事業性の検証

4‐3 本格運行の実現

進め方の詳細について資料を用いて解説

実践編
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手引き（本編）の概要
１．はじめに

「将来的にはコミュニティ交通があると便利」という声が多数

いずれ地域でコミュニティ交通が必要になったときに活用いただける手引きを作成

コミュニティ交通を導入した先も，柏市は皆さんの取り組みを支援します。

市が移動に課題を抱える地域に行ったアンケート等によると，「今は使わないが，将来的にはコミュニティ交通が
あると便利」という声が多いことが分かった。

いずれ必要になるタイミングで地域で検討できるよう手引きを作成

■ 市への相談から導入に至る一連の流れ

■ 具体的に必要な検討内容

■ 市は導入時も導入後も地域の取り組みへの支援を続けていく。

■ 複数のコミュニティ交通を再編することで効率化できる場合には市が主体で統合・編入を検討

※ コミュニティ交通：地域に密着し日常生活の「足」を担うもの

■ 市内交通環境に変化が生じた際にも，市の取り組みや手引きの見直しを検討。

市への相談の
きっかけ！
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手引き（本編）の概要

２．本手引きの対象

公共交通空白不便地域※を基本とするが，これ以外の地域からの相談も受け付ける。

町会や自治会等の既存組織の取り組みを基本とするが，新たな組織も可とする。

対象地域

対象団体

※公共交通空白不便地域とは？
「可住地域」のうち以下全てに該当
❶ 駅から800mより外側
（柏駅・キャンパス駅は1㎞より外側）

❷ バス停(1日片道15本以上)
から300mより外側
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手引き（本編）の概要

既存の鉄道やバス網の交通ネットワークを補完する。

３．コミュニティ交通の役割

スーパー，病院などの日常生活に関連した施設へのアクセス向上を目指す。

買い物支援タクシー
（とねっこタクシー）

買い物支援タクシー
（やよいタクシー）

予約型相乗りタクシー
（カシワニクル）

既存の公共交通網を補完

日常生活に密着した施設へのアクセス向上

地域住民主体のコミュニティバス例
（あおばす）

市原市の事例，国土交通省HPより
※平成30年に一般路線バス化
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手引き（本編）の概要

４．既存の公共交通の活用

コミュニティ交通を検討する際には近傍の既存バス等の活用を最初に検討

乗合路線バス タクシー 商業施設・病院等送迎バス

既存の移動手段の活用

利用促進！
利用の転換

（自家用車所有の場合）
活 用

な ぜ？ 既存バスがあるのに，新たなコミュニティ交通を導入すると，既存バスの減便・廃止を招くため

既存バスは，地域住民の「使って育てる，乗って守る」意識で支えることができる！ポイント

地域で利用促進キャンペーン
を行い，運行改善を目指す

移動頻度を確認し，自家用
車維持費がタクシー利用料よ
り高ければ利用転換

地域内を運行していれば活用
可能
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手引き（本編）の概要
５．コミュニティ交通の運行手法

導入を進める際には，既存バス路線との競合に十分留意し，役割分担を明確化

コミュニティバス 予約型相乗りタクシー
停留所集合，自宅送迎の

買い物支援タクシー

新たなコミュニティ交通の導入

目的にあった既存公共交通がない場合には，新たなコミュニティ交通の導入を検討

ポイント

路線新設
※まとまった需要がある場合

運行区域新設
※需要にばらつきある場合

路線新設
※移動需要「買い物」

コミバス（小型バス）約100人/1日1台
コミバス（ワゴン） 約 30人/1日1台

約20人/1日1台 3人/1運行

コミュニティ交通の
運行費用

運賃収入

柏市が予算の範囲内で補填

コミュニティ交通の運賃収入で賄えない部分を柏市予算の範囲内で補填

※柏市の費用補填が少なくなるよう、多くの地域の方々にご利用いただくことが重要です。
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手引き（本編）の概要

６．取り組み関係者（地域，柏市，事業者）の役割分
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手引き（本編）の概要

７．コミュニティ交通導入の進め方

ステップ 内 容 地域 柏市 事業者

ステップ０
事前相談

0 事前相談 柏市に相談 事業者と対応検討 柏市と対応検討

ステップ１
事前準備

1‐1 取り組み体制を整える 基本は町会・自治会 支援・助言

1‐2 移動ニーズの確認 地域アンケート等 事例紹介等の支援

ステップ２
コミュニティ交通の
検討

2‐1 運営組織の設立 運営組織届出書 運営組織設立の支援

2‐2 導入するコミュニティ交通の検討 コミュニティ交通の検討

ステップ３
実証運行の準備

3‐1 運行計画の作成 運行計画の検討作成
■運行計画アドバイス
■収支率等が，実施条件に
合うか確認

■運行計画に意見
■収支率を試算

3‐2 実証運行の準備
■周知により利用促進
■車両確保調整

■公的会議に諮問
■車両確保調整

■国に許可申請
■車両確保調整

ステップ４
実証運行と検証

4‐1 実証運行の実施
■実証運行
■事業者に支払い
■周知により利用促進

補助金支出
■実証運行
■利用状況の確認

4‐2 事業性の検証
■利用傾向の分析
■利用状況等を周知
■適宜運行計画見直し

■左記のアドバイス
■運行継続条件の確認

■利用数，運賃収入報告
■事業性検証の意見
■運行計画見直しアドバイス

4‐3 本格運行の実現 利用増の取組継続
公的会議意見を踏まえ，本
格運行適否の判断

国への許可手続き
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コミュニティ交通の検討フロー実践編のポイント
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運行ルートの条件

商店

検討地域病院

鉄道駅

商店

鉄道駅

病院

検討地域
既存路線バスと重複した
経路は設定できません。

路線バス

コミュニティ交通

停留所

商店病院

検討地域

商店

市役所病院
長大な経路は
設定できません。

商店検討地域

病院

設定できる

設定できる

設定できない

設定できない

実践編のポイント
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収支見込の条件実践編のポイント

運行 運行


